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・アルバイトの減少（経済的影響）
・生活が急変する保護者の存在

●白梅は苦学生が多い
⇒約1割の家庭が年収380万円以下
⇒15人に一人が学費を全額負担
（1年次140万円、2年次以降110万円）

⇩
「教育を受けるためにはまず

しっかりとした生活を！」

・困窮状態にある学生に対する物品支援。

・支援が必要な学生の把握、
学内機関との連携。
⇒Ex）学生相談室につなぐ。
福祉的支援が必要な学生への
情報提供など。

・地域の各種施設への支援。

・地域のワーカー等の支援者との連携。

コロナ禍における

学生の現状

目的



活動内容
●パントリー

・パントリーは常設
（必要な学生に対して、
必要に応じて教員と
学生課が対応）

●物資追加

・1ヶ月に1回物資の追加
（パントリー開催日前）
・搬送が可能な教員が
交代で行う

●地域支援

・フードパントリー開催後に
フードロスを軽減するため
“Amiちゃん宅急便”として
箱詰め、レシピを入れた状態で
送付している団体もあり



●活動実績

●パントリー開催日時
・開催日は「毎月最終の月曜日・火曜日」
※火曜日が次の月の時は１週間前
・開催時間は12：10～13：00

18：00～19：00
・開催時の担当者は適宜教員が交代で担当
・準備は開催日（月曜日）の10時～

●実施回数は202２年３月で

１６回目

●毎回平均 約4５人 が利用

●開催場所
白梅学園 旧若葉寮1階

●設備
2021年12月には配布する物品の
幅を広げるため冷凍庫を新たに設置

●利用者数は1６ヶ月で、
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米
パスタ
即席麺
シリアル
缶詰
食用油
非常食
レトルト食品
冷凍食品 など

キャベツ
サニーレタス
玉ねぎ
人参
じゃがいも
ネギ
京芋
みかん など

洗剤
シャンプー
生理用品
傘
トイレットペーパー
毛布
歯ブラシ
マスク
入浴剤 など

クッキー
チョコレート
スナック菓子
飴
炭酸飲料
コーヒー
紅茶 など

パントリーで配布した物品

食品

嗜好品野菜・果物

日用品



寄付者

フードパントリー

各種施設

●物品の流れ

児童養護施設
放課後等デイサービス
ファミリーホーム
障害者グループホーム
など

フードバンク
小平市・八王子市の農家
白梅教職員
社会福祉協議会
NPO法人 など

郵送可能な教員・有志の
学生によって運搬

輸送可能な教員や
有志の学生によって運搬



●Am
iちゃ

ん宅
急便

ボランティアに参加した
学生が考案した宅急便の
マスコットキャラクター
「Amiちゃん」⇒

●『Amiちゃん宅急便』とは？
「白梅学園大学の学生のみでなく、
地域の食べ物を必要としている方
にも届けたい！」という願いから
始まった取り組み。
毎月のパントリー開催に合わせて、
寄付された物品の中から、栄養バ
ランスや使いやすさを考えながら
ダンボールにパッキングし、宅急
便として養護施設等に運搬をする。



●主な配送先
・二葉むさしが丘学園（児童養護施設）
・ゆずりは（社会的養護のアフターケア相談所：）
・NPO法人 だれもがともに小平ネットワーク（障害者支援事業）
・ゆうやけ子どもクラブ（放課後等デイサービス）
・フォスターハウス・ホサナ（ファミリーホーム）
・食彩工房プラスワン（障害者グループホーム）

段ボール箱にもメッセージ
を書いて、側面に『Amiちゃ
ん宅急便』のラベルを貼っ
て
かわいくパッキング。

施設から自立して一人
暮らしをしている方に
送ることが多いので、
詰めた食品を使った
お手軽レシピを手書き
して同封。

利用者の方に喜んで
いただけるよう季節の
イベントに合わせて
梱包を工夫。(写真は
ハロウィン時の宅急
便)



●パントリー利用者の声

毎月お世話になっていま
す！今回もたくさんいた
だきました！あまり食べ
たことが無い珍しい野菜
もあって嬉しいです。

フードパント
リーのおかげ
で食費が節約
できました！

お菓子などはお金に余
裕がある時でないと買
えないので、パント
リーでいただけて特に
嬉しいものの1つです。

パントリーを担当して
いる職員の方が「どう
ぞ遠慮なく持っていっ
てくださいね」と声を
掛けてくださり気軽に
利用してもいいんだと

思えました。

予約時のフォームで
リクエストしたもの
を揃えてくれて

とても助かりました。

支援を受けた方から多くの声が寄せられました。

一人暮らしをして
いるため、インス
タント食品など気
軽に食事を取れる
ものをいただけて
ありがたいです。



⚫より利用しやすいパントリーづくり

・利用者の意見の取り入れ
・配置や配布方法の工夫

⚫小平市内で子どもや若者のフード

サポートを行っている団体との連携
・緩やかなネットワークで繋がることに

よって物品・問題点・情報が気軽に
やりとりできるような関係性づくり
・要望に応じてフードバンク化
のサポートを行う

周知活動

今後の展望
⚫Amazonほしいも

のリストの活用
⇒集まりにくい物や
足りない物（生理用品、
トイレットペーパー、
パスタ等）を募る

⚫LINE公式

アカウントの活用
⇒パントリーの情報
や利用予約フォーム
等の発信

今回寄付を多く
いただきましたので、
そちらの団体でも
配布をお願いします



●ご提供元 ～活動の支援をしてくださった皆様～

①フードバンクTAMA 様
⇒パントリー開催の前週に搬送(搬送日前に先方に連絡)
⇒学園と協定を締結

②小平市社会福祉協議会 様
⇒定期的にて連絡、提供が可能な際に依頼している

③立川市社会福祉協議会／フードバンク立川様
⇒不定期的にて連絡、提供が可能な際に依頼している

④NPO法人シェアマインド／フードバンク府中 様
⇒パントリー立ち上げ時に協力いただいた

⑤関谷先生（本学退職教員）⇒野菜を提供

⑥農家の方々
⇒主として小平市・八王子市の農家（個別に連絡）

⑦Amazonほしいものリストでの支援をしてくださった方々(匿名を含む)

⑧白梅学園大学教職員

⑨市民の皆様 など



子ども・若者フードサポート
Community Meeting の実施

●概要
白梅学園大学・同短期大学は、2021年12月18日に、
小平市内の子ども・若者の食に関する支援活動への理解
を深め、活性化を計るための公開講座を開きました。

講座はコロナ禍の状況を鑑みウェビナー形式とし、

①厚生労働省医務局総務課長である熊木さんによる講演

②現在市内で食料支援に携わっている方々によるコミュ
ティミーティング の2段構成で実施されました。

①熊木さんによる公演の様子
『地域共生社会の実現に向けて』
というテーマで、生活困窮者を支
援する制度の成り立ちや、子ども
の貧困の現状などをわかりやすく
ご教授いただきました。



●オンライン受講者の声

今回の講座には、子ども・若者への食料支援に関心のある学生や地域住民の方など

およそ150人がオンラインでミーティングに参加し、その理解を深めました。

②コミュニティーミーティング

参加者:全国子ども食堂支援センター・むすびえ、小平
社会福祉協議会、市内子ども食堂、児童養護施設 など

支援者・支援団体ごとの活動内容を報告し合い、互いの
持つ情報を共有する場を設けることで、それぞれの支援
事業が持つ強みや 課題が明らかとなりました。繋がり
が形成されたことにより、市内の支援を求める人々に漏
れなく支援が行き届く体制作りへの第1歩となりました。

専⾨職は忙しく、すべて
の家庭をじっくり⾒るこ
とは難しい。⾷糧⽀援を
通して、専⾨機関の窓⼝
に来ることができない地
域住⺠のニーズを知るこ
とが出来ると思った。

授業で、⼀つの専⾨職だけで
なく様々な機関で協⼒してい
くことが⼤切だと学んできた
が、今回実際に様々な現場の
⽅の話を聞いて、その⾔葉の
重みをさらに理解できた。

⼩平の様々な場所で⽣活を
⽀える活動が⾏われている
のだとわかりました。同世
代の⼤学⽣が⼦ども⾷堂を
⽴ち上げたことに驚き、⾃
分も⼤学⽣のうちに誰かの
為に動きたいと思いました。


